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死刑囚バラバ（ヨハネ18:38-49）
最近、私は常に実行することは難しいかもしれませんが、目覚めたとき、また、思い出すたび、このように自分自身に言い聞かせ宣言しています。「私に縛られるものなどない。私にだれか非難する相手はない。私になにか争うテーマなどない」。こう自分自身に言い聞かせ、みことばに導かれて、聖霊の導きに従おうとしています。これがクリスチャンの私たちだれにでも与えられている祝福だと確信しています。

しかし、実際は、多くのクリスチャンの方が、あらゆる意味で自由になっていない部分が結構あるのではないかと思います。それは、すべてを肉的な基準によって見るしかない人間の目線で見ていて、神様の目線で物事、すべてを見ていないからではないかなと思います。例えば、つい私たちは、なにかしら問題を起こしている人、問題を抱えている人のことを問題児と言い、そのような扱いをしてしまいます。きちんと皆と一緒に学校に行くべきなのに、「もう学校など行かないよ」という子ども、きちんと勉強するべきなのに、「勉強など嫌ですよ」とゲームばかりやっている子ども。こういう子たちを見たときに問題児と言ってしまいます。それがクリスチャンにとっても同じく問題児なのです。と言いますのは、神様も問題児だと思って、そのような扱いをされるという認識を持っているからではないでしょうか。もし問題児になれば、そうでない人は問題児ではない健常者かもしれませんが、そうやって分けて区別して考えてしまうでしょう。見る人もそうだし、当事者もそのような認識をもって自分で「私はだめな人間だ。こんなものだ」と区別して、どんどん避けるようになるし、自分なりに壁を作るようになるしかありません。そのようにレッテルを張るようになるでしょう。また、万引きを働いている人、暴力をふるう人、あるいは事故を起こしてしまう人などを見て、決して許されるものではないでしょうけれども、そういう人を見て問題児だと皆が認識して、特別に思ってしまうわけです。先ほども申し上げましたように、周りの人も本人当事者も同じ認識を持つようになります。分けて区別して考えてしまいます。
そこで私たちが考えないといけないのは、本当に神様もそのような人を問題児扱いするのでしょうか。なにが問題児でしょうか。正常に親の言うことをしっかり聞いて、まじめに勉強して学校にきちんと通っている人は問題児ではなくて、そういうことからちょっと外れている者は問題児になるのでしょうか。そのような見方をしていると、結局、先ほども申し上げましたように、縛られることはなにもない、だれを非難することができようかというようなクリスチャンの歩みが中々難しくなります。クリスチャンの歩みができなくなると、本当にクリスチャンとして歩むべき神様が計画している世の中の人とは次元が違う証人としての人生の門が開かれません。正しいか正しくないか、良いか悪いか、そういうことがいつまで経ってもテーマです。そのような認識を持っているならば、せいぜい頑張って更生が必要だと思うわけです。しかし、更生できるでしょうか。なにが更生なのでしょうか。せいぜい頑張ることが更生だと思い、それができなければ周りの人も自分も別次元にそれを片づけてあきらめてしまう、どうせこういう者だから、だめな人間だからとなるしかありません。
しかし、神様は決してそのような扱いをされる方ではありません。早く私たちは、そこから脱皮しなければいけないと思います。いちばん最初の問題児のなかの問題児がだれかと言いますと、アダムとエバです。とんでもない問題を犯してしまいました。そこで神様が「おまえらはわたしとの約束を破ってなんということをしたのか。もうだめだね」と捨ててしまったのかというと、そうではありません。とんでもない創世記３章の原罪の問題を犯しそれを抱えて、しかもなにが何だか訳もわからないまま怖くなって身を隠し、イチジクの葉をつづり合わせてスカートを作ったり、悪い意味でショーをしているようなアダムとエバに対して「それは当然の報いだろう」と放っておかずに、神様はその問題が別に問題ではないと言うわけではありませんが、彼らを訪ねて来られたわけです。私たちが一般的に評価して見ているようなこととはまったく違います。私たちは、問題児、問題のある人にダメだ、だから更生が必要だと思い、薬に手を出してギャンブルに溺れてしまった人を私たちは問題児だと思います。そういうことが重なり、ときには精神的ないろいろな問題を抱えて、自分も周りもどうしようもない問題を抱えている人もいます。それが原因でいろいろなことをしでかしてしまうわけです。もちろん大変でしょう。だからといって問題児なのかと言いますと、神様にとっては問題児ではありません。そういうことがない人と、そういう問題を抱え、問題を犯している人とを、神様は区別して別に扱うわけではありません。神様にとってはみな罪人です。それなのに、残念ながら、自分で勝手に思い込んでしまい、自分の殻を作ってそこに閉じこもってしまうわけです。それを終わりにしましょう。神様は、訪ねて来られて放っておきません。人々がするような扱いをされずに訪ねて来られて、訳も分からないまま苦しんでいる、そして、勝手に思い込んで落ち込んでいる人々に向かって、本当の問題がなにかを正しく教えるために、分かってもらうために近づいて来られる方なのです。なにかしら問題児扱いをされている、あるいは、自分でもそんなものだ、大変だ、しょうがないと思っている方々は、希望が持てません。どうせこういう者だからと思っているからです。そういうことを今日限り終わりにして、それこそ世の中のすべてが背を向けて、世の中すべての人が避けるとしても、神様は近づいて来られる方なのです。ですから、中々難しいでしょうけれども、世の中の人々がどのように扱うのかなどに囚われずに、そういうことにこだわらずに、神様はそのような私を放っておかずに近づいて来られる方だと知ってください。逆に、いま成績が上がらない、勉強がだめだから成績を上げなければと暴れずに、また、学校に行かない時は、神様の学校に通う機会です。学校に行くことだけが正解ではありません。成績が上がることだけが正解ではありません。「だから、もういいよ」ではなく、神様が放っておかずに、神様は近づいてきて、本当の問題を教えてくださいます。霊的な知識を勉強するための機会なのです。だから、焦らずに、あきらめずに、他のことを直さなくても、いつまで経ってもずっとその状態で良いと言うわけではありませんが、焦らずに、慌てずに、暴れずに、そこで一つだけを見てください。神様は裏切らないし、神様はしっかりと私をかまってくれる方なので、神様に向かうようにしましょう。霊的な知識を勉強するための素晴らしいチャンスではないでしょうか。受験勉強のために忙しい人には、霊的な知識を勉強する気もないし、余裕も暇もありません。でも、いまはそうではないので良いではないでしょうか。入院して体をあまり動かすことができない状態でいる。それがだめなのでしょうか。体が自由に動かせる人は余裕がありません。忙しくて。お金を稼がなければいけないし、奉仕をしなければいけないし忙しいです。でも、無理やり強制的に病気にかかったり、事故に遭って体を動かすことができない状態になってしまったでしょう。それはたましいを動かして神様に向かうようにというチャンスなのです。苦に思わずに、だめだと思わないようにしてください。周りがそのように指を指して、そのような評価をするとしても耳を貸さずに、自分自身も自分に対してそのような見方をしてしまうのですが、そういうことを全部片づけてください。神様はきちんとかまってくれるのです。神様だけは。だから、そこに希望があるわけです。あきらめずに霊的な知識を勉強する時間を許していただいているのだと考えてください。
ときには、大きな過ちを犯したり、大変なミスをしてしまったり、大きな失敗をしでかしてしまったりするときもあります。別に、それに対して拍手を送るつもりはありませんけれども、神様はそのとき「なんでそんなに大きな過ちを犯してしまったのか。もうだめだね」とおっしゃるのでしょうか。過ちを犯していない人と、過ちを犯した人と差があると思うのでしょうか。でも、私たちはそういうこととしてしか分かっていません。だから、過ちを犯していない者は、犯した人を違う人間だと思うし、犯した人は、悔しいけれども自分はそんな者だ、だめな者だと、ついつい思うのです。そして、神様もそのような扱いをされると思うのでしょうけれども、本当にそうでしょうか。
ダビデは、ある日、よその奥さんを奪い取って自分のものにして、それを合理化するために、その人を間接的に殺してしまう殺人の罪を犯してしまいました。小さなことではありません。その時、神様が「ほら、やっぱりだね。ダビデ、おまえはなにをしたのか。だめだね」と言われたのでしょうか。別に、それを良いと言うつもりはありません。人間の目線と神様が扱うこととは違うということを、ぜひ分かっていただきたいと思います。神様は、ナダンという預言者を送って、しっかりと自分が何をしたのか分かってもらったうえで、そのダビデをそれまで以上に用いられるすばらしい伝道者として作り変えられたわけです。大きな過ちを犯して、法律的にはさばかれて刑務所に行くかもしれません。別にそれを否定するつもりはありません。でも、神様はそのような扱いをされる方ではありません。
ペテロはどのような過ちを犯したでしょうか。目の前でイエス様を見ながら、イエス様をののしりながら知らないと否定していたわけです。「ペテロ。やっぱりお前はそういう人間だったのか。もうさようなら、もうお前に用はない」と、イエス様はそうしたのでしょうか。イエス様は、そのペテロを訪ねて来られて、「わたしのことを愛しているのか」と聞きながら、いままでとはまったく違うびっくり驚くほどのペテロに仕上げるようにされました。大きな過ちを通して。別に、わざと過ちを犯す必要はありません。でも、いま申し上げたいのは、周りの人間、また自分でさえ思っている目線、そのような見方と神様の扱いは違うのです。どんなに大きな過ちを犯しても、たとえ刑務所に入ったとしても、神様はあきらめることはありません。だから、もしそのような過ちによって周りから指を指されて、身動きが取れない、あるいは白い目で見られるような状況であっても、それをあまり気にせずに、気にしてもしょうがないから、そのときこそ神様は近づいて来られて、私たちをかまってくださる方なので、そういうときこそ本当の意味でこの世を勉強して人生の勉強の時間だと思ってください。あまり暴れずに、焦らずに、慌てずに、あきらめずに。これが中々できないので、クリスチャンとして縛られることはなにもない、非難する相手は誰もいない、争うテーマが私には存在しません。それで何ものにも引っかからず、神様が用意していらっしゃる神の契約に向かって足を踏み出すべきなのに、足をすくわれて続けることができません。悔しくないでしょうか。同じ状況であっても、それが霊的な知識を勉強する時間であり、人生の勉強の時間なのです。たとえ刑務所に入ったとしても。世の中の人が、刑務所に入ってなにかを学んだとか言いますが、そういう意味ではありません。人生の勉強、キリストでなければどうにもならない問題を抱えて、だから、過ちとミスを犯してしまうしかない人生の勉強、世の中の勉強をとおして、なにをどういう理由を持って生きるべきなのかを正しく学ぶときなのです。ただあきらめずに、慌てないようにしましょう。すぐ退院しなければ、すぐに刑務所から出なければ、すぐ直さなければということばかり考えています。こういうこと全部が合わさって、結局、人生そのものに落胆して落ち込みダウンしてしまうのです。ダウンしてうつになり、落ち込んでいる自分はどうにもならないものなのだとついついあきらめてしまうのでしょうけれども、でも、神様は、「落ち込んでいるから、落胆しているから、もうしょうがないね。あなたには用はないよ」とパスしてスルーされる方ではありません。

エリヤはどれほど落胆していたのかというと、「神様、もういいです。生きる気力もないし、生きたくないから、もう召してください。死にたいです」と訴えていたくらいです。だから、神様は「そこまで来たのか。もういいよ」ではなくて、そのエリヤを慰め励まして水とパンとすべてを与えて、そして、ホレブの山に導かれて、エリヤが今まで体験したことのないキリストによる上からの力を与えることによってエリヤを再び用いられて、最後には死を経験せずに天に召される祝福の主人公になりました。

皆さんもよくご存知のザアカイという人は、どんな事情があったのかわかりませんが、売国者と言われる仕事に専念し、その仕事でもかしらになりました。国全体から指を指されました。「あれはもう人間ではないよ」と言われていたザアカイ。お金はあるけれどもザアカイは限界にぶつかり落ち込み、もう未来も将来も希望もなにもありません。お金が手に入ればなにかができるだろうと思っていたのですが、お金は手に入ったのに他のすべてを全部失っているような状態で落ち込んでいました。周りの皆から指を指されて、可能性のない人間と扱われていました。しかし、神様もそうされたのでしょうか。そのように落ち込み自分もだめだと思っているそこに、わざわざ訪ねて来られたのです。「ザアカイ、今日、わたしがあなたの家に泊まるから」。ザアカイを選んで、ザアカイを変えました。先ほども申し上げましたように、ペテロはあのような過ちをしでかしたあと、落ち込んで故郷に戻って釣りをして魚を獲りながら「もうだめだ」と思っているそのときに、ペテロがイエス様を求めたわけでもないのに、イエス様は、そのペテロのところに訪ねて来られました。

私たちは、このように落ち込んで落胆していると、それでもう終わりだとついつい思うでしょう。けれども、神様は、捨てることはありません。近づいて来られて、訪ねて来られて、いままでそうなるしかなかった生き方、力ではなくて、違う力、神から与えられる上からの力を体験してもらうように祝福されるわけです。ぜひ覚えていてください。これはただの慰めではありません。神様の目線は違います。だから、問題児扱いをされていて、大きなミスや過ちを犯して、落ち込んでダウンして落胆している方々は、そこに囚われていないで、そういう状況がすぐに改善されなくてもいいです。心の中で希望は無くしてはいけません。神様は、私たちが希望を持てるように確実に近づいて来られて、あきらめないで捨てることはありませんので。周りの視線が変わらなくても構いません。すぐに変わらないでしょう。自分の思いをきちんと正せばいいのです。神の御胸に抱かれること、それ以外にはなにもないので、そこだけは開かれているのです。最近、コマーシャルを見ると、冬になったので会社で失敗したときに、冷たくなってもなにかは暖かい。すべったときに周りから「寒い」と言われたが、でも、これは暖かいという内容のコマーシャルがありました。そういうことです。周りから冷たい目で見られて、自分も自分のことが中々許せないかもしれません。そして、いまの現状を見たときに、まったく落ち込んで希望など持てないかもしれません。それでも神様は違います。それをしっかりと覚えていてください。すぐに変わらなくてもいいから、希望だけは絶対に無くさないでください。

しかし、なぜ皆がこういう問題や大きな過ちなどによって落胆し足をすくわれて、クリスチャンなのに中々次に進むことができないのでしょうか。今日の聖書に書いてあります。イエス様が捕まっていたとき、ピラトという人が「この人には何も罪もないので、過越しの祭りのときには一人釈放する行事があるから、このイエスを釈放しようではないか」と言ったときのことです。その前にバラバという人が釈放の対象だったようなのですが、バラバの代わりにイエスを釈放しようではないかと言った時に、群衆が「違うよ。イエスを十字架につけなさい。イエスの釈放はだめだ。バラバを釈放しなさい」と大声を上げました。バラバは強盗で死刑囚でした。まったく許されることのできない存在です。だから、元々、イエス様が釈放されるはずなのですが、イエス様が十字架にかかることによって、バラバが釈放されました。どういう意味なのでしょうか。私たちが、バラバそのものなのです。本当は、私が十字架にかかって死ぬべき人間なのに、イエス様が無理やりに、もちろん神様の愛によって、十字架にかかることによって、身代わりになることによって、バラバが釈放されたかのように、私たちも釈放されている、そういう存在なのです。だから、バラバを見ながら、それこそが自分なのだと、それが自分の実態であり、人間の実態だという理解を持つことによって、問題児、問題児じゃない、大きな過ちを犯した人がいて、また、正常な人、頑張る人、まじめな人がいる、こういう分け方などから自由になるわけです。皆がクリスチャンなのに、人間の実態、自分の実態がわかっていないがゆえに、ついつい世の中が作り上げた評価の基準からいろいろなことを考えて分けたり、特に、問題がある人と問題がない人とを比較することから、中々自由になりません。でも、自分がバラバなのだということがわかれば、そうなるわけにはいきません。自分はなにをどうしたのか以前に、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。これがバラバです。すべてなので例外はありません。みな一緒です。
そして、その罪を犯したということはどういうことなのかというと、ヨハネ8：44、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた、これこそが私です。これがバラバなのです。バラバ　イズ　ミー。これが中々理解できていないか、告白できていないから、クリスチャンなのに、余計に落ち込んで何かに捕らわれて足をすくわれて希望をなくしてしまうわけです。そうする必要はありません。この実態がわかれば、前にも申し上げましたように、ダビデは「私は母の胎の中から罪の中で身ごもって生まれた。だから、私は生まれた運命そのものが罪なのです」と言いました。イザヤは、「唇が汚れている者よ」と言いました。唇は全人格を現すものです。私は神経、細胞に至るまで腐っている者だということです。パウロのように、私は罪人で済まないのです。罪人のかしらなのです。このように自分のことを告白するようになるでしょう。これこそが私、これが自分です。ですから、バラバ　イズ　ミーというのは、徹底的に絶望することです。どれほど絶望するのでしょうか。だれかと違う肉体的に、人格的に、そして、行いの面においていろいろな違いを持って比較する余地など一切存在しない、それほどの絶望です。なにが比較できるのでしょうか。ゲームに溺れているものと学校でまじめに勉強しているものと、なぜ分けるのでしょうか。神様はそうしません。まだ絶望していないからです。比較するような余裕も資格もなにもないのです。正しいか正しくないかなどを争う、そういう評価をするような余裕も余地なども一切ありません。それが絶望です。なにがだめなのでしょうか。ダメでない人がいるからダメだと思うのでしょう。皆がダメだと言っているからダメだと思っているのでしょう。社会に通用しないからダメだと言うだけでしょう。果たしてそう言えるのでしょうか。それはまだ余裕があるということです。バラバ　イズ　ミー。言えません。落胆、落ち込むというのは、落ち込んでない何かがあるから、比較して落ち込むのでしょう。もしそのように落ち込まなければ、もう少しましになり、希望が持てる何かのことを考えているからそうするのでしょう。そういうことはまったくありません。希望など持つ理由もないし、落胆する余地も余裕も資格もありません。バラバ　イズ　ミー。
ですから、一つしか残りません。Onlyただ神様の恵み。Only恵み、ただただOnlyイエス。イエスのあがない。身代わりとなってくださること。そして、Onlyただそのイエスを信じる信仰だけ。Onlyイエスの中にある聖霊の導きと聖霊の力によって生きること。このほかにはありません。その他になにかが見えていて、落ち込んだり悪い良いと言うことは、いまだにバラバ　イズ　ミーになっていないからです。皆さんが一生懸命、勉強することは悪くありませんが、そのように勉強して成績が上がって皆に認められると、社会に貢献できるし良い人生になると思うのでしょうか。それは根底から間違いです。人生とはそういうものではありません。それはうっかりすると、教会に通いながらもイエスはいらないという話になるのです。なぜイエスが十字架にかかったのでしょうか。皆さんがまじめに勉強して、学校にしっかりまじめに通うことによって良い人生になるのであれば、なぜイエスが十字架でバラバの代わりに死ななければならなかったのでしょうか。考え方を変えてください。精神的な問題でずっと悩んでいる方々、大変でしょうけれどもこれしかありません。考え方を変えてください。「そうだ、そうだ、その通りなのだよ。でも、神様は違う！」。そこだけに目を留めて希望は無くさないでください。アダムとエバに現れて、女の子孫が生まれ蛇の頭を踏み砕く、このメッセージが聞こえてきたように、そのメッセージが聞こえてくるための時刻表なのです。ゲームに溺れて、登校拒否をして、薬に手を出して、万引きを働いている、その時がそのタイミングです。神様は近づいて来られて、大きな過ちを犯して周りから指を指されているのでしょうか。そういうときこそ、世の中にキリストの他には希望がない、世の中はしばらくして滅びる城なのだ。暗やみに覆われているところなのだ。キリストの光の福音の他には希望がありませんということに気づくための学校なのです。学校に行って勉強できない者は、それは勉強する時なのです。落ち込んで落胆しているでしょうか。本当に何もない人間でも年寄りでも、社会から無視され指を指され、四方八方から苦しめられる人でも、すべてをひっくり返して勝利できる上から与えられる聖霊の力がなにかを体験するためのチャンスなのです。そこだけ、希望を絶対に無くさないようにしましょう。
皆さん、あきらめずに、慌てずに、暴れずに、焦らずに、神様は希望の目で皆さんを見ていらっしゃることを忘れないようにしましょう。そして、いつも告白してください。「イエス様が、そんな私のために十字架で身代わりになって死んでくださった」この告白を忘れないでください。そして、神様に向かうためのいちばんの方法は、いま崩れ落ちているそのところ、問題児扱いされているそこで、大きな過ちを犯して、もしも刑務所に入ったとすればそこで、落胆して落ち込んでいればそこで、他のすべてを遮断して一つだけ、神のことばに耳を傾けてください。どのようにすればいいのでしょうか。いろいろ方法があるでしょうけれども、時間もある、余裕もあると思います。心に余裕がないだけであって、他の人より時間があるでしょう。だから、ゆっくり聖書を最初からずっと読んでみてください。必ず神様がなにかおっしゃいます。それだけやってください。希望をなくさずに、そこに希望があるわけですから。ああだ、こうだ、正しい、正しくないと思わずに、皆さん、ちょっとだけでもいいので、聖書をゆっくり、ゆっくり読んでください。他のこと、皆さんの心の中は全部遮断してください。相手になりません。そうすると、状況は変わる、変わらないかは関係なく、冒頭で私が申し上げました告白をともに宣言できるところまで行くようになると思います。そこから新しい世界が始まります。「縛られるものなどない。非難できる相手はない。争うテーマなど存在しない。なにも私を縛ることができるものは世に存在しない。私はこれからイエスの証人として世界福音化、47都道府県に霊的なネットワークを作るために、今与えられる現場において教会とともに突き進めて行く。だれも私を止めることはできない。止めることができるものはなにもない」。このような自由人として、残りの生涯を勝利するようになることを信じて祝福いたします。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日の聖書を通して、バラバ＝自分であるということを確認しました。その意味を正しく理解して、私を縛っている様々なものから解き放たれて、ただただ神様のみことばに希望を託して耳を傾けて目を通すことができるように、どうか聖霊様がひとりひとりの心の中でその心を動かして導いて助けてください。神様には希望があります。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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